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2008年 6月 №6 

「中心としての教会」 
 

 私が高校時代の 2 年間を過ごしたのは、イタリア北東部、
アドリア海に臨むデュイノ（Duino）という小さな村だった。
20世紀初頭のオーストリアの詩人、リルケの代表作『デュイ
ノの悲歌』によってその名が知られるが、それは素朴で平和
な、まるで時の流れに取り残されたかのような村である。 
 人口は 1万に遠く及ばない。郵便局はあるが銀行はない。
商店も、両手で数えるほどしかない。しかしそれは決して、
廃れゆく村落ではなかった。その村には、村人たちをゆるや
かに結びつける、柔らかな凝集力がはたらいていた。 
 村の中心には、600 年の歴史を持つデュイノ城がある。そ
して、城門の前の小さな広場から、道が放射状に伸び、散在
する民家の営みをつないでいる。広場の傍らの小さなバール
では、いつも村人たちが談笑していた。 
 そして、広場から少し小道を入ったところに教会があった。
とても小さい。くすんだ石造りの外観はアドリア海の潮風に
打たれ、いびつな凹凸をさらす。老婆が毎日夕刻に鐘を鳴ら
すが、彼女には鐘をむちゃくちゃに乱打する癖がある。 
 そんなちっぽけな教会も、日曜になると、村人たちで一杯
になる。私も時々足を運んだ。イタリア語での説教も祈りも、
私にはほとんど理解できなかったが、彼らと共に心を鎮め、
神を覚え、新たな一週間を迎える準備をする。そんなひとと
きを、私は彼らと分かちあった。 
 村の中心は、立派な城でも、広場でも、にぎわうバールで
もなかったように思う。それは、広場の影に隠れた、とても
小さな教会であった。 
本学のキャンパスはすでに、立派なチャペルに恵まれてい

る。いつかこのチャペルが、私が少年時代にイタリアの片田
舎で出会った小さな教会のように、学生たちをゆるやかに、
柔らかく結びつける、本当の中心となることを願っている。 

（政治経済学科准教授 高端 正幸） 

 

日 程：８月 7 日（木）～８月 9 日（土） 

場 所：ＹＭＣＡ東山荘（御殿場） 
 

自然に囲まれた場所で、２泊３日、多く 
の友人たちとレクリエーションや語らいの 
ひと時を過ごしてみませんか？ 
 
※詳細は、追ってお知らせいたします。 
どうぞ奮ってご参加下さい。 

夏のリトリートのご案内

チャペル豆知識 「座席の穴？」  
チャペル座席の上部に設け
られている、小さな穴の意味
をご存知でしょうか。傘の柄
を入れるものではありませ
ん。これはキリスト教会で洗
礼と共に最も大切にされてい
る儀式、聖餐式において用い
られている穴です。その際に
クリスチャン一人ひとりに渡
される小さな杯を置く場所と
して備えられています。教会
はこの聖餐式を通して、今も
私たちと共におられるイエス
キリストを体験しています。 

「また、よく言っておく。もしあなたがたのうちのふたりが、どんな願い事 

についても地上で心を合わせるなら、天にいますわたしの父はそれを 

かなえて下さるであろう。」   （マタイによる福音書 第18章19節） 

年  間  聖  句 

三浦綾子作品 

 

 

 

作品募集中!! 
 

☆最優秀作品（１点）、優秀作品
及び佳作（若干）には、図書カ
ードを贈呈します。詳しくは、キ
リスト教センターにある応募要
項をご覧下さい。たくさんのご
応募をお待ちしています。 

対象作品：三浦綾子の全作品
申込〆切：７月２２日（火） 
受賞発表：１０月下旬 



 
 
 

 

    全学礼拝プログラム＜6月 17日～6月 20日＞ 
 6月 17日（火） 6月 18日（水） 
奨励者 

 
司会者 
奏楽者 

佐藤 逸子 先生     

（児童学科特任講師） 
阿部 洋治 先生 
渡辺 善忠 先生 

石部 公男 先生   
（ｺﾐｭﾆﾃｨ政策学科教授） 
髙橋真由美 姉 106Ｊ 
鈴木 亜衣 姉 

讃美歌 
交読文 

 
聖 書 

 
 

奨励題 

543番、320番 
交読文 42（ﾏﾀｲ伝 6章） 
 

創世記 
第 28章 10～22節(旧約 P.36) 

 
「帰るところがある」 

 

545番、298番 
交読文 1（詩 1篇） 
 

伝道の書 
第 11章 9節(旧約 P.931) 
第 12章 1節(旧約 P.932) 

「若い時には 
思いきり生きよう」  

 6月 19日（木） 6月 20日（金） 
奨励者 

 
司会者 
奏楽者 

相川 徳孝 先生     

（児童学科准教授） 
菊地  順 先生 
清水 貴子 姉 

川添美央子 先生 
（ｺﾐｭﾆﾃｨ政策学科准教授）

木村  亮 兄 108Ｌ 
谷口 千穂 姉 

讃美歌 
交読文 

 
聖 書 

 
 

奨励題 

545(下)番、Ⅱ26番 
  交読文 3（詩 8篇） 
   

ルカによる福音書 
第 10章 25～37節(新約 P.105) 

 
「気づいていますか？」 

 

546番、355番 
交読文 6（詩 23篇） 
 

コリント人への第一の手紙 
第 13章 10～12節(新約 P.271) 
 

「不思議の国の人間」  

全学礼拝プログラム＜6月 24日～6月 27日＞ 
 6月 24日（火） 6月 25日（水） 
奨励者 

 
司会者 
奏楽者 

持田 浩次 先生 
（日本ｷﾘｽﾄ改革派教会 三郷教会牧師）

菊地  順 先生 
谷口 千穂 姉 

清水 正之 先生 
（日本文化学科教授）

卜部 晃郁 姉 106Ｌ 
相川 徳孝 先生 

讃美歌 
交読文 

 
聖 書 

 
 

奨励題 

539番、270番 
  交読文 7（詩 24篇） 
 

ヘブル人への手紙 
第 11章 1～2節(新約 P.354) 
   

「信仰とは」 
 

541番、285番 
  交読文 13（詩 46篇） 
   

ローマ人への手紙 
第 12章 1～8節(新約 P.249) 
   
「全きことと日々のつとめ」 

 6月 26日（木） 6月 27日（金） 
奨励者 

 
司会者 
奏楽者 

古谷野 亘 先生 
（人間福祉学科教授）

柳田 洋夫 先生 
荻野 路津子 姉 

谷口隆一郎 先生 
（ｺﾐｭﾆﾃｨ政策学科准教授）

山川 義人 兄 106A 
大井 恵子 姉 

讃美歌 
交読文 

 
聖 書 

 
 

奨励題 

543番、519番 
≪聖歌隊讃美奉献≫ 
‘讃美歌 276 番’ 

 
マタイによる福音書 

第 20章 1～16節(新約 P.31) 
 
「功績によってではなく」 

545番、501番 
交読文 14（詩 50篇） 
 

    ヨナ書（新共同訳）
第 3章 1～3、10節 
第 4章 1、4節   
「おまえは怒るが、 

   それは正しいことか」 
 

主 の 祈 り 
天にましますわれらの父よ ねがわくはみ名をあがめさせたまえ み国をきたらせたまえ 
みこころの天になるごとく 地にもなさせたまえ  我らの日用の糧を今日も与えたまえ 
我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 我らの罪をもゆるしたまえ  
我らをこころみにあわせず 悪より救い出

いだ

したまえ 
国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり      アーメン 

☆☆  キャンパス祈祷会  ☆☆ 
 

木曜日 18 時 30 分～19 時 30 分  於 緑聖ホール C 室 
 

6 月１９日 ヨブ記５章  阿部 チャプレン 

6 月２６日 ヨブ記６章  左近 チャプレン 


